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履
歴
書
の
趣
味
の
欄
に
は
、
よ
く
「
読

書
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
面

接
等
で
そ
の
内
容
を
確
か
め
る
と
、
無
難
に

或
は
安
易
に
記
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
場

合
に
接
す
る
こ
と
が
多
く
、
多
読
・
精
読

と
い
ろ
い
ろ
あ
る
に
し
て
も
、
何
か
む
な

し
い
気
持
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

昭
和
四
四
年
西
舞
鶴
高
校
勤
務
時
代
の

こ
と
で
あ
る
。
私
は
図
ら
ず
も
母
校
に
赴

任
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
昔
、
尊
敬
す

る
恩
師
・
先
輩
・
同
輩
に
囲
ま
れ
て
学
ん

だ
感
激
も
あ
っ
て
、
先
輩
と
し
て
、
こ
の

学
び
舎
に
学
ぶ
後
輩
達
と
の
接
触
の
機
会

に
、
自
習
時
間
の
活
用
を
思
い
立
っ
た
。

当
時
私
は
遅
ま
き
な
が
ら
福
沢
諭
吉
の

「
学
問
の
す
す
め
」
に
傾
注
し
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
そ
の
時
代
の
偉
人
の
想
い

を
自
分
一
人
の
も
の
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
送
る
後
輩
達
に
も
何

等
か
の
役
に
立
て
ば
と
考
え
て
、
学
校
司

書
を
勤
め
て
お
ら
れ
た
植
和
田
豊
先
生
の

協
力
を
え
て
、
岩
波
の
文
庫
本
を
五
十
冊

程
揃
え
教
務
の
理
解
の
も
と
自
習
時
間
に

持
ち
廻
り
で
講
読
会
を
持
つ
こ
と
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
生
徒
諸
君
の
「
読
む
力
」
、

「
理
解
す
る
力
」
に
つ
い
て
の
認
識
を
新

た
に
し
、
く
じ
け
ず
に
続
け
る
こ
と
に
よ

私

の

出

会

ー
座

右

の

書

ー

京

都

府

教

育

委

員

会

委

員

長

叩

大

槻

禰

一

郎

[

り
一
人
で
も
座
右
の
書
を
持
ち
、
そ
れ
に
[

よ
っ
て
偉
人
の
人
格
・
思
想
に
接
す
る
機
呻

会
と
見
識
を
持
っ
た
人
生
が
送
れ
れ
ば
と
佃

願
っ
た
も
の
で
あ
る
|
と
は
い
え
、
今
も

Im

っ
て
翁
の
全
集
を
入
手
し
て
い
な
い
が
|ー
叩

西
舞
鶴
高
校
は
一
年
八
か
月
で
新
設
八

幡
高
校
に
急
拠
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
、
八
幡
-

高
校
で
は
自
習
時
間
皆
無
の
方
針
か
ら
図
[

書
館
の
図
書
の
充
実
に
、
司
書
の
二
谷
絢
叩

子
先
生
と
共
に
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
四
呻

苦
八
苦
の
努
力
を
し
た
事
等
、
今
と
な
れ
＂

ば
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

最
近
は
俗
悪
雑
誌
が
自
動
販
売
機
と
共

i

に
氾
濫
し
て
い
て
、
私
共
は
青
少
年
健
全
『

育
成
の
立
場
か
ら
大
人
の
責
任
で
各
種
団
呻

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
そ
の
追
放
運
動
に
[

取

り

か

か

っ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

-

願
わ
く
ば
、
若
い
間
に
、
多
読
で
も
精

i

読
で
も
良
書
に
親
し
み
、
尊
敬
す
る
偉
人
[

に
書
物
か
ら
接
し
学
び
得
る
楽
し
さ
を
味
皿

わ
い
座
右
の
図
書
を
持
た
れ
る
こ
と
を
す
〖

す
め
た
い
。
私
自
身
、
祖
父
か
ら
或
は
父
一

か
ら
読
ま
れ
継
が
れ
、
若
き
頃
、
読
ん
だ
一

ス
マ
イ
ル
ズ
の
西
国
立
志
編
や
黒
岩
涙
香
[

の
訳
本
小
説
な
ど
の
図
書
を
今
は
再
読
す
-

る
機
会
は
な
い
も
の
の
大
切
に
座
右
に
保
[

管
し
て
心
の
安
ら
ぎ
を
保
っ
て
い
る
。

つ

た

本

▼
第

5
回
理
事
会
報
告
▲

10
月

4
日
、
府
立
図
書
館
に
お
い
て
今

年
度
第

8
回
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

59
年
度
予
算
へ
の
要
望
書
、
文
化
講
演

会
、
専
門
委
員
会
報
告
、
分
担
金
引
上
げ

申
請
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
府

教
育
委
員
会
教
育
長
な
ど

4
か
所
へ
の
要

望
書
の
提
出
、
分
担
金
の
引
上
げ
申
請
ぱ

昨
年
に
引
続
い
て
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
は
、

別
掲
の
通
り
で
す
。

文
化
講
演
会
は
、

11
月

2
日
因
、
福
知

山
市
民
会
館
で
、
岡
田
純
也
氏
（
京
都
女

子
大
助
教
授
）
に
よ
る
「
子
供
の
情
操
と

絵
本
」
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第

2
回
実
務
研
修
会
は
、

12
月

2
日
固
、
舞
鶴
市
民
会
館
で
、
澤
田
会
長

を
講
師
と
し
て
、
図
書
館
の
仕
事
を
し
て

一
ー
ニ
年
の
方
を
中
心
と
し
た
、
基
礎
講

座
と
、

1
ー

2
の
事
例
発
表
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

日
本
図
書
館
協
会
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

日
本
図
書
館
協
会
評
議
員
と
協
議
し
て
、

今
年
度
中
に
処
理
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
会
報
を
、
加
盟
館
の
職
員
全
員

に
配
布
で
き
る
よ
う
に
増
刷
す
る
こ
と
も
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こ
の
ほ
ど
、
日
本
図
書
館
協
会
が
行
っ

た
「
全
国
図
書
館
調
査
」
の
京
都
府
分
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
（
表

1
参
照
）

こ
の
結
果
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
要
で
あ
る
貸
出
し
が
、
大

幅
に
増
え
た
こ
と
で
す
（
図

1
参
照
）
。

特
に
府
下
市
町
で
の
伸
び
が
著
し
く
（
表

2
参
照
）
、
図
書
館
が
住
民
に
と
っ
て
身

近
か
な
施
設
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
伸
び
は
、
南
部
地
域

の
図
書
館
に
大
き
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
北

部
地
域
に
お
い
て
は
い
ま
一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

児
童
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
登
録
者

が
一
般
成
人
を
含
め
た
全
体
の

51
努
、
貸

出
し
冊
数
が

52
畷
と
、
い
ず
れ
も
半
数
以

上
が
児
童
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

京
都
市
で
は
、
児
童
の
登
録
者
は

64
鴨
で

す。
こ
の
よ
う
な
貸
出
し
の
伸
び
は
、
図
書

館
の
増
設
や
登
録
者
の
増
加
、
リ
ク
エ
ス

ト
、
図
書
館
行
事
の
実
施
な
ど
が
要
因
と

い
え
ま
す
。

図
書
費
は
全
体
に
伸
び
悩
み
、

56
年
度

を
大
幅
に
下
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

56
年
度
に
京
都
市
の
地
域
図
書
館
が

2
館

誕
生
し
た
こ
と
に
よ
る
増
加
が
あ
っ
た
た

め
で
す
。

57
年
度
は
全
体
で
約
18
冤
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
活
動
を
担
う
職
員
数
に
つ
い
て

は
、
相
変
わ
ら
ず
専
門
職
員
（
司
書
有
資

格
者
）
の
割
合
が
少
な
く
（
表
l
参
照
）
、

専
門
職
の
館
長
も
全
体
で

三
分
の
一
で
あ

る
な
ど
、
前
年
度
に
比
し
て
変
わ
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
司
書
職
を
専
門
職
と
し
て
位

置
つ
け
る
た
め
に
も
、
有
資
格
職
員
を
増

や
す
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
小
規
模
な

町
立
図
書
館
で
も
、
市
立
図
書
館
以
上
の

活
動
を
し
て
い
る
館
が
あ
る
こ
と
と
、
京

都
市
の
図
書
館
（
中
央
館
と
各
地
域
図
書

館
を
含
め
て
）
の
活
動
が
、
全
体
の
活
動

結
果
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
、
全
国

平
均
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果

を
み
て
今
後
の
課
題
と

し
て
は
、
山
図
書
館
未
設
置
地
域
の
解
消
、

②
北
部
地
域
で
の
図
書
館
活
動
の
振
興
、

③
図
書
館
設
置
地
域
で
の
、
児
童
を
核
と

し
た
利
用
者
層

の
拡
大
、
④
専
門
職
員
の

配
置
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

館
等
施
設
調
査
を
終
え
て
一

貸
出
し
、
登
録
が
大
輻
な
伸
び
—
|

図2府下公立図書館の活動状況（昭和57句渡：）
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表1 昭和57年度府下公立図書館の実態と分析

｀ 
奉仕 職員 蔵書数

内 暑巖 内
個出人登貸録

内 貸数を出含＼（B冊冊むM） ） 内
人（千人口） （人） （冊）

児童（書冊） （冊） 児童（冊書） 
者 児童

児童（書冊）（人） （人）

府 立 2,553 (8 4 74 ) 628,978 項目な し 26,396 項目なし 16,66※ 7 項目なし 280,47※ 6 項目なし

京都市 1,478 (8 2 4 9) 377,745 168,451 8 9,1 5 5 40,593 133,332 71,997 1,244,075 807,350 

市町立 1. 0 8 0 (8 6 2 0) 515,322 163,015 54,391 21,6 2 l 68,455 32,378 1,766,562 770,276 

京都市及
2,553 1 (4 5 6 9) 893,067 881,466 143,546 62,214 201,787 104,875 3,010,637 1,577,626 

び市町立

合 計 2,553 (f 8 !） 1,522,045 l 69,942 218,454 3,2 9 1,1 1 3 

: 登録率 登1人録当り者貸 内
人口 1人当

蔵回転書率（回）
図書費 人当口り図l人書 度昭（和図58書年費

左の人り口
書前年費比の伸図

嵐誓出冊数 児童 l人 費
当初（予万算円）） 

1人り
ぴ率(%) 

（冊） 当り （冊）
（万円）

（円）
図書

（弧）
（冊） 円）

府 立 0.7 ※ 1 7※ 項目なし 0. 1※ 1, 5※ 3,419 1 3 3,632 1 4 1 0 6 

京都市 9. 1 ， l l 0.8 3.3 11,672 7 9 13,200 9 0 1 1 3 

市町立 6. 3 2 6 2 4 1. 6 3.4 5,687 5 3 4,270 4 0 7 5 

京都市及
7. 9 1 5 1 5 1. 2 3.4 17,359 6 8 17,470 6 8 1 0 1 

び区町立

合 計 8.6 1 5 1. 8 2.2 20,778 8 1 21,102 8 3 1 0 2 

注 1．府立の※印は総合資料館は含まない。

注2. 職員は，専任・兼任の合計で， （ ）内は司書 （補）の有資格者数。
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表 2 府下公立図書館の活動比較 （総括表）

夏
図 書 館 数 図 書 費（万円） 受入図書冊数 ヌ旦 録 者 数囚 貸出図書冊数

5 5年 5 6年 5 7年 5 5年 5 6年 5 7年 5 5年 5 6年 5 7年 55年 56年 5 7年 5 5年 5 6年 5 7年

府
6 6 6 3,223 8,378 3,419 35,858 27,888 26,896 19,200 17,605 16,667 242,000 244,400 280,476 

立

泉＇ 

都 5 7 8 2,860 14,707 11,672 84,886 102,467 89,155 18,802 74,051 183382 805,000 991,000 1,244,075 

市

市

町 1 5 1 5 1 5 5,247 5$42 5,687 86,721 63,295 54,391 64,721 78,461 68,455 859,000 1,217,000 1,766,562 

立

合計 2 6 28 2 9 11,880 2 3/J 2 7 20,778 206,915 193,095 169,942 102,228 165,117 218,454 1,406,000 2,452,400 8,291,118 

前年比 ／ 104冤 ／ 87弧 ／ 88冤 ／ 182% ／ 129% 

※ 府立の「登録者数」 「貸出図書冊数」以外は総合資料館を含む。

※ 「図書費」は， 各年度の決算を示す。
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News 
●宇治市市民文化センター

～中央図書館～
秋開設予定59年

宇治市では 60年の町づくりをめざす総合計画に

もとづき、市民の文化、芸術、社会教育の拠点とし

て いつでも気軽に利用できる市民文化センターの

建設を計画。

55年国有林払下げによる建設用地確保から、市

民の代表で構成する市民文化センター建設懇談会を

設置。

中央図書館はこの計画のなかで建設することにな

りました。 58年 2月に基本設計が確定し、現在59

年秋完成をめざして工事がすすめられています。

市民文化センターは折居台一丁目（太陽ケ丘附近）

の6Aヘクタールに市民文化会館、歴史民俗資料館、

中央公民館、中央図書館を備えた複合施設ですが、

傾斜を持つ敷地の地形を効果的に利用し、各施設が

それぞれ固有の機能を発揮し、独立して利用できる

ように配箇されています。

中央図書館は平屋建てで広さは約 1,40 Om2, 開架
室はワンフロアーで一般、青少年、児童、新聞雑誌

コーナーに分かれ、他にレファレンス室、対面朗読

室、視聴覚室と図書館の行事や、市民の読書活動に

利用できる集会室を備えています。

すべての市民が気軽に利用でき、親しめる図書館

をめざして開館準備をすすめています。

（宇治市民図書室）

読書は

新しい

発見の旅

●向日市立図書館

来春完成、 11月オープン

向日市は 47年に市制を施行した京都盆地の西南

部に位置する面積8k"で人口 51,000人の市である。

市内に阪急電鉄 2駅、国鉄 1駅を有し、京都市近

郊住宅都市として、 85年頃から急激に発展したが、

近年は人口の伸びも鈍化している。

現在向日市では、中央公民館および各地区公民館

に図書室を設匿しているが、 さらに住民の文化的要

求に応えるため、本市が長岡京遷都 1,200年を迎え

ることを記念し、国と府の援助を得て市立図書館を

設箇することとなった。

去る 7月に図書館準備室を教育委員会内に設け、

4名のスタッフで事務を進めているところであり、

建物の完成は 59年8月末であるが、オープンは

1 1月の予定。

建物は鉄筋コンクリート 2階建てで、延べ床面積

1,500 m2とし、 1階は天井を吹き抜きにした明るい

一般閲覧室、児童閲覧室、 ブラウジングコーナー、

事務室、書庫などがあり、 2階には参考図書を揃え

たレファレンス室、研修室、整理事務室、館長室等

を設けている。

蔵書数については、 1人 1冊を目標に最終6万冊

収蔵するが、オープン時は 8万冊程度でスタートす

る予定である。さらに、長岡京跡の関係を主体にし

た郷土資料も収集し、地域の特性を生かしたものに

したいと考えている。

本市のほぽ中央に建設することと、 8k』という狭

い市域でもあることから、利用者にとって身近な図

書館となり、対象も現在の子供中心からもっと広く

一般市民の利用も期待できると考えている。
（向日市教育委員会）

宮
津
市
立
前
尾
記
念
文
庫
'11-

L
,
．I
I
'

オ

ー

プ

ン

(
8
8
.
7
.
1
7
)
-

こ
の
記
念
文
庫
は
故
前
尾
繁
三
郎
氏
の

遺
志
に
よ
り
、
遺
族
か
ら
市
に
蔵
書
と
図

書
館
建
設
資
金
が
寄
贈
さ
れ
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
中
央
公
民
館
分
館
と
し
て
の
機

能
を
併
せ
も
ち
、
一
階
が
郷
土
資
料
室
、

二
階
が
記
念
文
庫
と
な
っ
て
お
り
、
文
庫

M

M

 

の
利
用
は
・
九
時
ー
・
五
時
、
日
曜
・
祝

A

P

 

日
が
休
館
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
、

利
用
さ
れ
て
、
地
域
の
文
化
の
向
上
に
貢

献
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ナ

ガ

モ

ダ

イ

南

加

茂

台

公

民

館

図

書

室
'
f
l
1

r
,
＇
ー
オ
ー
プ
ン
（
⑱
．

8
.
2
7
)
-

相
楽
郡
加
茂
町
加
茂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

南
加
茂
台
公
民
館
一
階
に
図
書
室
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
町
で
初
め
て
の
図
書
室

で
、
南
加
茂
台
自
治
会
や
大
阪
労
働
者
住
宅

生
活
協
同
組
合
か
ら
の
寄
贈
分
一
、
五
3
0

冊
、
町
購
入
分
、
府
立
図
書
館
か
ら
の
貸

出
分
を
あ
わ
せ
て
当
初
二
、
五

0
0
冊

（
児
童
書
七
割
）
で
ス
タ
ー
ト
し
、
徐
々

に
整
備
し
て
い
く
予
定
。

＊

貸

出

一

人

二

冊

期

間

二

週

間

＊

開

館

日

・

時

間

毎

週

土

曜

日

AM
十
時
ー
訊
四
時
三

0
分



(6) 

—
●
相
互
協
力
委
員
会

―
相
互
協
力
は
、
住
民
が
必
要
と
す
る
情

―
報
（
資
料
）
は
必
ず
提
供
す
る
と
い
う
図

—
書
館
の
本
質
的
機
能
を
果
す
上
で
、
最
も

一
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
か
ら

の
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
意
義
を
よ

ー
く
理
解
さ
れ
、
左
記
の
と
お
り
各
館
か
ら

ー
自
発
的
に
委
員
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、

当
面
の
活
動
と
実
務
研
修
会
に
つ
い
て
'
_
．
ー
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員

協
議
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
毎
年
、
読
書
会
は
、
い
つ
で
も
新
委
員
の
参
加
を
歓
迎

し
ま
す
の
で
、
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
月
八
日
の
第
一
回
委
員
会
で
は
、

「
相
互
協
力
委
員
会
活
動
計
画
」
（
案
）
に

基
づ
き
活
動
計
画
を
協
議
、
第
三
条
事
業

第
五
項
に
「
参
考
調
査
に
関
す
る
こ
と
」

を
追
加
修
正
し
決
定
し
ま
し
た
。

当
面
の
活
動
と
し
て
は
、
一
方
で
は
他

府
県
の
事
例
を
勉
強
し
な
が
ら
、
山
逐
次

刊
行
物
の
分
担
保
存
、
②
各
館
で
の
不
用

図
書
（
複
本
、
寄
贈
資
料
、
廃
棄
本
等
）

の
交
換
を
二
本
柱
と
し
て
推
進
、
大
学
図

書
館
、
京
都
の
出
版
界
な
ど
と
の
交
流
も

計
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
高
木
多
喜
男
（
府
立
）

委

員

村

上

敏

明

（

京

都

市

中

央

）

”

仁

科

晴

夫

（

八

幡

市

立

）

城

洋

子

（

精

華

町

立

）

鎌

田

政

子

(

”

)

中
谷
昌
子
（
木
津
町
立
）

黒
坂
紘
一
（
府
寸
総
合
資
料
館
）

岡
田
友
明
（
府
立
）

森

吉

治

（
府
立
）

日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
次
回
の
実
務
研
修
会
は
、
南

部
地
区
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
研
修
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

テ
ー
マ
、
研
修
会
の
持
ち
方
等
に
つ
い

て
御
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
’
_

_

 
．
 

＜
委
員
ま
た
は
協
議
会
事
務
局
ま
で
と
連
—

絡
く
だ
さ
い
。

委

員

長

橋

本

実

（

福

知

山

市

立

）

―

委

員

中

西

俊

夫

（

宮

津

市

立

）

一

”

荻

野

義

雄

（

舞

鶴

市

立

西

）

―

西
村
良
平
（
八
木
町
中
央
公
民
館
）
一

石
田
真
弓
（
亀
岡
市
立
）
―

田
中
義
一
（
峰
山
町
立
）
―

II II II 「
図
書
館
と
は
何
か
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
舞
鶴
市
に
お
い
て
ー
ニ
月
二

実
務
研
修
会
は
、
新
任
職
員
を
対
象

こ`
,

J

 

九
月
＿
三
日
の
第
一
回
委
員
会
で
は
、

図
書
館
長
会
議
」
に
お
い
て
、
協
議
さ
れ

専門委員 会

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

関
す
る
」
内
容
で
、
期
間
中
に
開
催
す

い
て
は
福
知
山
市
で
、

「
児
童
文
学
に

週
間
に
催
し
て
い
る
文
化
講
演
会
に
つ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
結
果
、
左
記
の
方
々
に
委
員
を
委
嘱
す

市
立
前
尾
記
念
文
庫
で
開
か
れ
た
「
北
部

●
研
修
研
究
委
員
会

研
修
研
究
委
員
会
は
、

八
月
八
日
宮
津

ユ ス

II II II I/ ,, II 

百
万
冊
超
え
る
（
貸
出
）
I
I
I
I
I
4

L

I

I

,
'

八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館

八
幡
市
民
図
書
館
（
昭
和
五
五
年
―
二

月
開
館
）
で
は
、
開
館
以
来
貸
出
し
が
九

月
二

0
日
で
百
万
冊
を
超
え
、
百
万
冊
の

本
を
借
り
た
主
婦
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
市
民
一
人
当
た
り
の
年
間
館
外
貸

出
冊
数
は
、
五
、
三
四
冊
（
五
十
七
年
度
）

と
近
畿
で
は
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

図
書
館
等
職
員
の
実
務
研
修
・
I
I
I
I
-

i
:；
（
製
本
技
術
講
習
）
に
参
加
し
て
'
’
•
-

0

私
自
身
、
本
を
い
つ
も
身
近
に
感
じ
て

お
り
な
が
ら
、
製
本
と
い
う
も
の
に
な
か

な
か
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
講
習
で
、
自
分
の
手
で
―
つ
の
形
、

）
本
”
を
造
り
上
げ
て
い
く
作
業
は
、
と

て
も
興
味
深
く
、
形
に
な
っ
て
い
く
う
れ

し
さ
は
格
別
で
し
た
。
そ
し
て
楽
し
み
な

が
ら
製
本
と
い
う
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
京
都
市
左
京
図
書
館
静
洋
子
）

0

和
知
町
図
書
室

は
、
開
設
し
て
ま
だ
一

年
た
ら
ず
で
、
こ
れ
か
ら
手
作
り
絵
本
の

作
製
等
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い

こ
う
と
計
画
し
て
い
た
時
で
も
あ
り
、
大

変
参
考
に
な
り
、
今
後
の
図
書
室
活
動
に

十
分
に
役
立
て
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
（
和
知
町
中
央
公
民
館
梅
原
美
幸
）

図
書
返
却
用
ポ
ス
ト
設
置
，
＇
ー

1

L
ー

I

I

I

I

I

亀

岡

市

立

図

書

館

亀
岡
市
立
図
書
館
前
に
、
こ
の
ほ
ど
休

館
日
ゃ
開
館
時
間
外
で
も
図
書
が
返
却
で

き
る
よ
う
返
却
用
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
休
館
日
に
は
百
冊
以
上
の
返
却
が

あ
り
、
大
変
好
評
を
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
自
由
と
中
立
性

山
下
信
康
著
（
著
者
刊
）
二
、
八

00円

図
書
館
関
係
法
規
基
準
集

卸
日
本
図
書
館
協
会
一
、
九

X
出
〗

公
共
図
書
館
職
員
論
八
千
代
出
版

久

保

輝

巳

著

二

、

兵

X
出ぃ

公
共
図
書
館
原
論
食
一書
館
学
大
系
）

森

耕

一

著

二

、

四

8
円

む
ら
の
図
書
館
日
本
経
済
評
論
社

中

野

哲

二

著

一

、

四

8円

地
方
の
図
書
館
員
ー
戦
後
の
歩
、
み
一
、
ニ

00円

岡
山
県
青
年
図
書
館
員
研
修
会
編
・
発
行

*

事

務

局

だ

よ

り

0

こ
の
た
び
事
務
局
長
が
異
動
し
ま
し
た

。

（
九
月
一
日
付
）

新

渡

辺

勲

（
京
都
府
立
図
書
館
中
京
分
館
長
よ
り
）

旧

田

口

政

広

（
向
日
市
教
委
図
書
館
準
備
室
長
へ
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。




